
１
月
７
日
（
土
）
10
時
か
ら
成
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
１
号
室
で

成
沢
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
か
れ
、
役
員
や
専
門
部
、
推
進
員
、

自
主
グ
ル
ー
プ
の
有
志
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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「
継
続
は
力
な
り
」

成
沢
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

会
長

西

英
信

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
成
沢
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
、

夏
祭
り
や
文
化
祭
を
３
年
ぶ
り
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
運
営
に

当
た
っ
た
関
係
者
、
及
び
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
「
継
続
は
力
な
り
」
で
、
事
業
を
休
ん

で
し
ま
う
と
再
開
す
る
の
に
時
間
を
要
す
る
だ
け
で
な
く
人
が

変
わ
る
こ
と
で
苦
労
も
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
昨
年
の
反
省
を
生
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
並
び
に

関
係
者
一
同
知
恵
を
出
し
合
い
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
の
事
業
と
な
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
成
沢

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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「く
さ
ゼ
ロ
」
写
真
で
最
優
秀
賞

長
谷
川
事
務
局
長
の
司
会
で
、

土
生
都
兄
弟
に
よ
る
箏
曲
の
連

弾
、
成
沢
剣
舞
会
（
石
井
紘
子

さ
ん
他
１
名
）
に
よ
る
剣
舞
、

お
よ
び
巴
会
（
赤
津
ち
よ
さ
ん

他
４
名
）
に
よ
る
日
舞
の
演
舞

を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

西
会
長
の
年
頭
の
挨
拶
の
後

は
、
飲
食
や
歓
談
抜
き
で
恒
例

の
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
や
諸
団
体
の
代

表
の
方
々
の
く
じ
引

き
の
た
び
に
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
、
当

選
者
10
名
を
各
々
、

拍
手
で
祝
い
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

成沢団地から

日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

主
催
の
「
く
さ
ゼ
ロ
大
作
戦
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
「
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
10
枚
の
組
み

写
真
で
参
加
し
た
成
沢
学
区
が

「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

成
沢
地
区

賀
詞
交
歓
会
を
開
催

会長挨拶



11
月
18
日(

金)

、
成
沢
小
体

育
館
で
、
今
年
度
の
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

一
般
の
参
加
は
な
く
、
防
災
部

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
、
そ
れ

に
成
沢
小
５
年
生
38
名
、
日
立

市
防
災
対
策
課
か
ら
も
２
名
が

参
加
し
て
「
避
難
所
開
設
」
の

合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

合
同
訓
練
に
先
立
ち
、
屋
外

で
非
常
用
発
電
機
と
消
火
器
の

操
作
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
が
参
加
し
て
、

４
名
毎
に
防
災
部
関
係
者
を
含

め
10
組
を
編
成
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
と
小
型
テ
ン
ト
の
組
み
立
て

を
行
い
、
最
後
に
多
賀
消
防
署

救
急
救
命
士
か
ら
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

操
作
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

終
了
後
、
児
童
代
表
か
ら
感

想
の
発
表
が
あ
り
、
訓
練
を
終

了
し
ま
し
た
。

◆
１
月
～
３
月
の
行
事

２
月
５
日
（
日
）

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
講
座

２
月
11
日
（
土
）

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

◆
編
集
後
記

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
夏
祭
り

や
文
化
祭
な
ど
が
開
催
で
き
た

こ
の
１
年
、
み
ん
な
の
努
力
と

協
力
の
結
果
と
評
価
し
た
い
。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
な
ど
の
情
報
機
器
が
市

か
ら
配
備
さ
れ
た
。
大
い
に
活

用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

一
層
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。
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防

災

訓

練

成

沢

小

も
参

加

生
花
教
室

（12
月
27
日
）

「
お
正
月
の
花
を
生
け
る
」
を
テ
ー
マ
に

華
道
家
元
池
の
坊
華
道
教
授
の
石
井
紘
子
さ

ん
を
講
師
に
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

若
松
や
黄
菊
、
ろ
う
梅
、
千
両
、
金
銀
塗

り
柳
な
ど
の
花
材
を
使
い
、

丁
寧
な
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。
初
心
者
は
変
化
の
楽

し
さ
を
、
経
験
者
は
奥
深

さ
を
感
じ
な
が
ら
制
作
。

最
後
は
全
員
の
作
品
を

前
に
、
生
け
花
の
基
本
的

な
解
説
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
、
充
実
し
た
１
時
間

余
で
し
た
。

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

（12
月
15
日
）

12
月
15
日
、
青
少
年
育
成
会
と
お

も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
共
催
で
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
組
12
人
の
幼
児
と
お
母
さ
ん
が

参
加
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
ゲ
ー
ム
や
リ
ー
ス
作
り
な
ど
で

楽
し
み
ま
し
た
。
後
半
は
ス
タ
ッ
フ

が
折
り
紙
で
作
っ

た
万
華
鏡
や
手
作

り
パ
ン
、
さ
ら
に

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

配
ら
れ
、
大
喜
び

の
会
で
し
た
。

手
打
ち
蕎
麦
講
習
会

（12
月
10
日
）

12
月
10
日
、
瀬
谷
正
義
さ
ん
、
千
葉
研
二
さ
ん
の

指
導
で
手
打
ち
そ
ば
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
講
習
会
に
は
経
験
者
を
含
め
て
15
名

が
参
加
、
作
業
の
流
れ
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

講
師
の
実
演
に
倣
い
、
水
回
し
、
練
り
、
延
ば
し
、

切
り
、
茹
で
、
洗
い
ま
で
の
工
程
を
各
自
が
実
際
に

体
験
し
ま
し
た
。
作
業
の
ポ
イ

ン
ト
や
時
間
の
大
切
さ
も
知
り

ま
し
た
。

身
近
な
旬
の
野
菜
の
天
ぷ
ら

も
揚
げ
、
「
打
ち
立
て
、
茹
で

立
て
」
の
「
三
七
常
陸
秋
そ
ば
」

を
皆
で
試
食
し
、
和
気
あ
い
あ

い
の
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

花
壇
整
備
・冬
苗
植
え

（11
月
20
日
）

「
自
然
を
大
切
に
美
し
く

き
れ
い
な
町
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月
20
日
、

成
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
、
青
葉

台
入
口
、
中
南
地
区
で
花
壇

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
地
区
役
員
・

有
志
や
子
ど
も
会
も
参
加
し
、

今
回
は
寒
さ
に
強
い
パ
ン
ジ
ー

(

黄
，
え
ん
じ
、
ピ
ン
ク
、

白
、
紫)

を
中
心
に
、
ビ
オ

ラ
、
ス
ト
ッ
ク
な
ど
を
植
え
、

行
き
か
う
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。


